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下空拳鑑妙法華寺住職から祝辞を賜る

苛波　茂アムダ代表から祝辞を賜る

慶讃法要奉告式

中島妙江導師（副導師は藤田裕正師と下堂奉戴師）

　　　　　　　　　　－16 －
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㈲
　
ア
ム
ダ

ｉ

｜

｜

　
　
本
部
は
岡
山
市
に
あ
り
、
１
９
８
４
年
に
設
立
さ
れ
、
相
互
扶

助
の
精
神
（
困
っ
た
時
は
、
お
互
い
さ
ま
）
に
基
づ
き
、
災
害
率

紛
争
発
生
時
、
医
療
・
保
健
衛
生
分
野
を
中
心
に
緊
急
人
道
支
援

活
動
を
展
開
し
、
世
界
三
十
か
国
に
支
部
を
設
け
、
多
国
籍
医
師

団
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
代
表
は
苛
波
　
茂
医
師
で
す
。

ア
ム
ダ
の
活
動
三
原
則
は

　
「
誰
で
も
他
人
の
役
に
立
ち
た
い
気
持
ち
が
あ
る
」

　
「
こ
の
気
持
ち
の
前
に
は
、
国
境
、
民
族
、
宗
教
文
化
な
ど
の
壁

は
な
い
」

　
「
援
助
を
受
け
る
側
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
」
。
で
す
。

　
①
　
ア
ス
ン
プ

　
今
尚
太
平
洋
戦
争
の
爪
痕
が
残
る
国
々
で
戦
渦
に
あ
っ
て
死
ん

だ
現
地
の
方
々
の
霊
位
の
慰
霊
の
た
め
、
ア
ム
ダ
と
共
同
し
て
行
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
妙
江
師
の
二
番
弟
子
で
あ
る
大
瀬
戸
泰

康
師
が
、
常
に
帯
同
し
ま
し
た
。

平
成
1
2
年
Ｈ
月

平
成
1
4
年
1
0
月

平
成
1
4
年
1
1
月

平
成
1
6
年
い
‥
１
１
月

平
成
1
7
年
３
月

②
　
被
災
地
支
援

ミ
ヤ
ン
マ
ー

シ
ペ
リ
ア
、
サ
ハ
リ
ン

フ
ィ
リ
ピ
ン
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン

デ
・
コ
ロ
グ
ド
ー
ル
島

サ
イ
パ
ン

台
湾
高
雄
沖
バ
ッ
シ
ー
海
峡
、

南
シ
ナ
海
周
辺

　
ま
た
、
翌
年
1
2
月
３
目
に
は
、

ス
リ
ラ
ン
カ
等
の
大
地
震
の
犠

牲
者
の
慰
霊
を
、
南
イ
ン
ド
の

地
よ
り
供
養
し
ま
し
た
。

ｉ

｜

｜

｜

ア
ス
ン
プ
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
法
背
後
に
て

ア
ス
ン
プ
　
台
湾
で
の
法
要
後
に
林
阿
勇
上
人
と

　
国
内
外
で
起
こ
る
地
震
等
大
災
害
に
際
し
、
当
寺
も
、
次
の
と
お
り
ア
ム
ダ
を
通
じ
て
義
損
金
を
送
る
な
ど
被
災
地

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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平
成
７
年
　
阪
神
二
院
路
大
震
災

　
　
　
　
　
　
　
　
初
期
の
段
階
で
才
Ｉ
ト
バ
イ
で
現
地
に
赴
き
、

　
　
　
　
　
　
　
信
縁
者
の
方
々
の
安
否
と
慰
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
三
回
に
わ
た
っ
て
物
資
を
運
び
、
信
縁
者

　
　
　
　
　
　
　
の
周
辺
の
方
々
に
対
し
て
も
支
援
し
、
総
経
費
は

　
　
　
　
　
　
　
六
百
万
円
に
及
び
ま
し
た
。

平
成
１
１
一
年
1
2
月
2
6
目
　
　
イ
ン
ド
ナ
グ
プ
ー
ル
薬
草
園

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
の
ナ
グ
プ
ー
ル
在
住
の
佐
々
井
秀
嶺
師

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
薬
草
園
造
成
に
つ
い
て
ア

　
　
　
　
　
　
　
ム
ダ
と
と
も
に
支
援
し
ま
し
た
。
ラ
ム
テ
ッ
ク
地

　
　
　
　
　
　
　
区
マ
ン
サ
ー
ル
に
あ
る
文
殊
菩
藤
夫
寺
の
薬
草
公

　
　
　
　
　
　
　
園
で
、
薬
草
園
開
園
の
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
1
2
年
1
1
月
　
　
　
　
ミ
ャ
ン
マ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
往
民
の
為
に
井
戸
を
据
り
、
三
万
世
帯
が
飲
料

　
　
　
　
　
　
　
水
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
ア
ム
ダ
と
共
同
で

　
　
　
　
　
　
　
門
○
万
円
を
寄
　
附
し
ま
し
た
。
「
妙
談
合
」
の
看

　
　
　
　
　
　
　
板
が
あ
り
ま
す
。

平
成
1
3
年
７
月

　
　
ミ
ャ
ン
マ
ー
洪
水

　
洪
水
災
害
に
際
し
、
災
害
の
避
難
場
所
に
も

な
る
小
学
校
の
建
設
資
金
と
し
て
二
十
万
円
を

寄
付
。
平
成
1
4
年
1
2
月
1
4
日
の
引
き
渡
し
式
に

は
住
職
で
あ
る
中
島
妙
江
師
の
名
を
記
し
か
プ

レ
ー
ト
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
1
6
年
1
0
月
2
3
日
　
新
潟
中
越
地
震

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ム
ダ
を
通
じ
て
義
援
金
を
送
金

平
成
1
6
年
1
2
月
2
6
日
　
ス
マ
ト
ラ
高
節
地
震
及
び
津
波
災
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ム
ダ
を
通
じ
て
義
援
金
を
送
金
。

平
成
1
7
年
1
0
月
1
8
日
　
パ
キ
ス
タ
ン
地
震

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ム
ダ
を
通
じ
て
義
援
金
を
送
金

｜井
戸
を
使
う
住
民

　
　
　
　
（
ア
ム
ダ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
よ
り
）
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－

・

‐

‐

因
　
ア
ジ
ア
の
若
者
支
援

｜

‐

ｊ

‐

‐

－

‐

　
①
　
千
ペ
ッ
ト

　
チ
ベ
ッ
ト
文
化
研
究
所
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
の
千
ペ
ッ
ト
の
大
学
生
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
所
長
の
ペ
マ
氏
は
、
千
ペ
ッ
ト
で
生
ま
れ
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
に
従
い
イ
ン
ド
に
亡
命
さ
れ
、
十
二
次
の
時
来
日
さ
れ

ま
し
た
。
亜
細
亜
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
上
智
大
学
大
学
院
、
外
人
Ａ
Ａ
研
究
所
に
学
ば
れ
た
後
に
、
２
０
０
５
年
に

ま
し
た
。
亜
細
亜
大
字
詰
停
年
厚
岸
蔀
　
ユ
セ
メ
t
‘
M
？
a
　
4
y
9
9
4
~
l
Q
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
．
～
～
　
　
’
‐
　
　
　
s
。

は
目
本
に
帰
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
本
の
「
お
か
け
さ
ま
」
に
は
助
け
合
い
の
精
神
が
あ
り
、
「
共
生
の
心
が
あ
り
、
「
共
に
生
き
て
生
か
さ
れ
て
」
」
の
哲

学
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
お
か
げ
さ
ま
」
イ
ズ
ム
こ
そ
、
二
十
一
世
紀
の
世
界
が
平
和
に
共
存
す
る
た
め
の
処
方
便
だ

と
私
は
考
え
ま
す
。
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
そ
の
架
け
橋
と
な
り
、
日
本
の
国
際
的
地
位
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
で
恩

返
し
を
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
②
　
イ
ン
ド

　
平
成
９
年
に
、
イ
ン
ド
で
仏
教
の
布
教
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
佐
々
井
秀
嶺
上
人
の
弟
子
で
当
時
十
九
歳
の
ダ
ン

マ
こ
ソ
ュ
テ
ィ
法
尼
が
修
行
の
た
め
来
日
さ
れ
た
際
、
二
か
月
間
お
世
話
を
し
ま
し
た
。
た
だ
法
尼
は
イ
ン
ド
に
帰
国

後
、
病
を
得
て
若
く
し
て
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
哀
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
ド
の
ナ
グ
プ
ー
ル
出
身
で
、
薬
草
園
開
設
事
業
や
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
▽
心
寺
の
分
院
建
立
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
ガ
ジ
ェ
ン
ド
ラ
氏
が
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
を
志
し
た
際
、
当
寺
の
信
者
さ
ん
が
、
そ
の
費
用
を
出
し
て
二
年
間
の
留

学
を
支
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
③
　
ネ
パ
ー
ル

　
自
国
に
幼
稚
園
を
作
ろ
う
と
、
単
身
ネ
パ
ー
ル
か
ら
岡
山
に
勉
学
の
た
め
来
目
し
て
い
た
、
ジ
ョ
デ
ィ
・
バ
ッ
タ
チ
ヤ

ン
さ
ん
を
当
寺
で
三
年
間
引
き
受
け
支
援
し
ま
し
た
。

㈹
　
お
寺
で
稲
作

　
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
「
お
米
」
を
自
ら
作
り
、
神
仏
に
お
供
え
を
す
る
為
に
、
平
成
1
8
年
か
ら
、
安
森
克
徳
委
員

長
を
中
心
に
、
信
徒
に
よ
っ
て
稲
作
を
は
じ
め
ま
し
た
。

収
穫
し
た
お
米
は
、
御
宝
前
に
奉
納
さ
れ
収
穫
の
祈
念
が
な
さ
れ
、
日
蓮
聖
人
と
御
縁
の
あ
る
寺
院
に
も
感
謝
を
込
め

て
奉
納
さ
れ
ま
す
。
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